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第14課　　日本を知る	

	日本の地方名や（学習した漢字の）都道府県名がわかる。

	日本の行事についての簡単な説明がわかる。

	説明文の中の色の漢字がわかり、日本の結婚式や行事の簡単な説明がわかる。

◎とびらに出ている学習漢字

	 【提出漢字】都、県、北、青　（２ページ目）正、花、祭

◎準備するといい物

	 日本地図、年中行事やお祭りのイラストや写真、青 ･ 黒 ･ 白 ･ 赤の色が示せるものなど

【１ページ目】

◎問題

	 この課は日本の年中行事や習慣、お祭り、冠婚葬祭について知るために本を読んでいくという設定になっています。

そこで、まず、日本の地理を確かめておきます。学習者は都道府県や「～地方」を答えていきますが、まったく

知らなくても問題ありません。知っている場所から答え、わからなければ、教室の日本地図などを手がかりにク

ラスみんなでワイワイと話しながら進めるといいでしょう。

	 とびらに出ている「都道府県」と「～地方」は既に学んだ漢字とこの課の新出漢字で読めるものを出しています。

「～地方」は漢字からどの地方を意味するものか推測できますので、地図で答えを見つける前に推測してもらうと

いいと思います。

	 既習の漢字は、復習として読み方も確認してみるといいでしょう。新出の漢字については、学習者が既に読み方

を知っている場合は、ここで提出漢字の導入をしてもいいかと思います。

◎教室でのやり取り例

	 ①都道府県（①～⑨）

	 	 Ｔ：皆さんこれは日本の地図ですね。（①～⑨の）場所（都道府県）の名前がわかりますか。

	 	 Ｌ：「東京」「北海道」……

＊知っているものから読んでもらって、最後にすべての場所と漢字の読み方を確認します。
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	 ②「～地方」（ア）～（カ）

	 	 学習者がまったくわからない場合、既に習った漢字を手がかりにヒントを出すといいでしょう。

	 　　（イ）・（ウ）「関西」

	 	 Ｔ：〈（イ）を示して〉この漢字は「かんとう」と読みます。どの地方ですか。ここに「東」がありますね。

	 	 Ｌ：「東京」？ 

	 	 Ｔ：そうですね。日本の東です。東京や千葉が日本の東にあります。

	 	 　　だから、この辺りを「かんとう」と言います。

	 	 　　〈「関西」と板書して〉じゃ、これはどの地方のことですか？「かんさい」と読みます。

	 	 Ｌ：にし？　西です。

	 	 Ｔ：そうですね。関西の「西」は「にし」ですね。だから西の地方です。Ａ～Ｆのどこですか。

	 	 Ｌ：Ｄです。

	 	 Ｔ：そうですね。今、日本の首都は「東」にあります。昔は反対の「西」に首都がありました。

	 	 　　この辺りは、「近畿地方」と言います。だからＤの答えはウですね。

	 	 （以下、続く）

	 　　（オ）

	 	 Ｔ：〈四国を指して〉これはどこだと思いますか。

	 	 Ｌ：４つの国があります……？

	 	 Ｔ：そうです。４つ県があるところはどこですか。〈学習者に探してもらう〉

	 	 Ｌ：Ｅのところにあります。

	 	 Ｔ：はい。Ｅの上のほうが「中国地方」、下の島が「四国」ですね。

【２ページ目】

	 まず、１ページで出てきた都道府県がどこにあるか確認します。次に、学習漢字の導入を行います。「正」「花」「祭り」

はカレンダーの月別行事を使って導入を行います。「黒」「白」「赤」はとびらに出てきませんので、冠婚葬祭など

に関連づけて説明するといいと思います。「青」に関しては、「やってみよう」のページに「鬼」が出てきますので、

「節分」などの行事と結びつけて「赤鬼」「青鬼」を紹介して提示してもいいかと思います。

◎教室でのやり取り例

	 「黒」「白」

	 	 Ｔ　：皆さんの国では、結婚式のとき、何色の服を着ますか。

	 	 Ｌ１：白。

	 	 Ｌ２：何でもいいです。

	 	 Ｔ　：そうですか。男の人のネクタイの色は決まっていますか。

	 	 Ｌ２：何でもいいです。

	 	 Ｔ　：日本では、結婚式のとき、男の人は白いネクタイをします。黒はしてはいけません。

	 	 　　　お葬式のとき、黒いネクタイをします。

＊ここで男の人が写っている結婚式やお葬式の写真を見せてもいいでしょう。または、「黒」「白」と板書して漢字と

読み方、意味を確認するだけでもいいでしょう。
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◎覚え方のヒントと留意点

	 144「北」、145「西」

	 初級第 10 課で「読める」の漢字として学習しました。（「東」は初級第４課で、「南」は初中級第 11 課で「提出漢字」

として学習しています。）

	 146「正」

	 「正の字」を紹介してもいいでしょう。

	 147「花」

	 学習者と一緒に覚え方を考えるといいでしょう。p.4 にイラストで覚えるアイディア

を紹介しています。また、「草かんむり」について確認します。

	 	 例）花の下で宴会をする人たち

	 151「白」　　

	 イラストから覚える方法を紹介してもいいでしょう。

	 	 例）夜、青白く光る月から「白い月」

	 152「赤」

	 学習者と一緒に覚え方を考えるといいでしょう。下記のようなイメージを

	 紹介してもいいでしょう。

	 	 例）トマトのイラスト → トマトの色 → 「赤」

	 【読める】

	 「関西」

	 「関東」も合わせて確認するといいでしょう。

	 「お祝い」

	 p.153 のイラストや翻訳を見て意味を確認してください。クラスのレベルによっては、「祝日」という言葉も一緒

に紹介できるでしょう。

	

	 ①③⑥……字形の問題

	 ②⑤……読み方の問題

	 ④⑦……パーツの問題
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	 「読解」ではないので、問題にある文をすべて読む必要はありません。知っている漢字を拾って、内容を取る練習

にしてください。

Ⅰ	 上の「日本の１年」の部分を読まなくてもできてしまうものもあるので、まず、見てもらってください。

	 春	「花粉症」は、「花」のみ学習した漢字となりますので、吹き出しの中の「国民病」をヒントにどんな意味か

考えてもらうのもいいでしょう。「ひな祭り」「卒業式」なども学習者に読んでもらい、意味を説明してもら

うといいと思います。「お花見」の吹き出しの中は、「桜」以外は既に学習したものなので、復習として読ん

でもらってもいいかと思います。

　夏	「花火大会」のみ学習した漢字です。吹き出しの中もすぐに読めると思います。その他は特に触れなくても構

いません。「七夕」は、漢字は学習していますが、読み方や意味を知らない場合も多いと思います。クラスの

レベルに合わせて紹介するといいでしょう。

　秋	「運動会」は、既習の漢字ですので、読み方と意味を確認するといいでしょう。

　冬	「雪祭り」の「雪」は初級第 15 課の「見て、わかる」漢字としての提出ですので、意味がわかっても、読む

ことができない学習者もいるかもしれません。そのため、③の答えは「スノーフェスティバル」でもかまい

ません。また、漢字がわからなくても語彙を知っている場合は、イラストを見て答えてもらってもいいかと

思います。吹き出しの中の「大きな」「建物」などから答えを考えてもらってもいいかと思います。

Ⅱ	「青森」「東京」「京都」が日本地図のどこにあるかは、知識として知っていれば問題ありませんが、知らなくても「四

角い囲み」の中にヒントがありますので、読むとわかるようになっています。（例：青森…とても寒い地方）また、

それぞれのお祭りの写真などを用意しておくといいでしょう。

	 	 ［教室でのやり取り例］

	 	 Ｔ：次は５ページを読みましょう。このページには何が書いてありますか。

	 	 Ｌ：祭りです。

	 	 Ｔ：そうですね。「祭」の漢字を勉強しましたね。どれですか。

	 	 　　〈「祭」と板書して〉わからなかった人は「祭」の漢字を探してください。

	 	 　　３つのお祭りを紹介しています。どんな祭りですか。どこで行われますか。

	 	 Ｌ：東京、京都、青森です。

	 	 Ｔ：そうですね。Ａはどこですか。地図の（ア）～（オ）のどこですか。

	 	 Ｌ：青森です。（イ）です。

＊学習者が青森の位置を知らない場合は、説明文を読むといいでしょう。

	 	 Ｔ：Ａの説明を読んでみましょう。

	 	 Ｌ：冬はとても…地方……

	 	 Ｔ：「さむいちほう」と読みます。冬、とても寒いです。どこだと思いますか。

＊「寒」…初中級第 15 課
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Ⅲ	 女性の服は、「白やアイボリー……黒は、トータルで使わないように注意」の部分が読み取れれば、答えがわかる

と思います。男性は、「上下黒のスーツでワイシャツは白、結婚式（用）ネクタイの色はシルバーまたは白を」か

ら考えます。お祝いは「お赤飯」の漢字が見つけられればいいかと思います。「おせきはん」と読めなくても「赤

いご飯」という意味がわかればいいでしょう。お赤飯の写真を用意して確認するといいと思います。

＊「飯」…初中級第７課

Ⅳ	 Ａ・Ｂの説明文は、読むのが難しいクラスもあると思いますので、わかる漢字だけ拾ってもらいます。以下が答

えのヒントになる部分で、既習の漢字です。

	 	 Ａ：大みそか／東北地方／秋田県／冬／行事／青や赤／男の人

	 	 Ｂ：１年の初めに食べる特別な料理／黒（豆）／関西／おせち料理

	 	 ［教室でのやり取り例］

	 	 Ｔ：日本にはいろいろな行事があります。Ａは大晦日にする行事の紹介です。

	 	 　　みなさんは「大晦日」を知っていますか。大晦日はいつですか。

	 	 Ｌ：……知りません。わかりません。

	 	 Ｔ：では、少し読んでみましょう。なまはげという行事はいつしますか。

	 	 Ｌ：12 月 31 日です。

	 	 Ｔ：そうですね。だから大晦日は 12 月 31 日です。なまはげはどこで行われていますか。

	 	 Ｌ：東北地方。秋田県です。

	 	 Ｔ：そうですね。何をしますか。

	 	 Ｌ：鬼の男が……家に行きます。

	 	 Ｔ：そうですね。鬼はこれですね。〈「鬼」のイラストを見せる〉何色の鬼がいますか。

	 	 Ｌ：青と赤です。

	 	 Ｔ：はい。青や赤の鬼が大きな声を出しながら、子どもに会うためにいろいろな家に行きます。

	 	 　　①の答えは……。

	 	 Ｌ：（エ）です。

	 	 Ｔ：じゃあ、なまはげをするのは地図のどの地方ですか。

	 	 Ｌ：（イ）です。


